





















































（かりまた 2006: 56） である。金城・尚 （2000） は沖縄の大学生に使用実態の調査を行い、70項目




































共通語において「～はず」は、寺村 （1984）、奥田 （1993）、松田 （1994）、木下 （1997）、岡部 （1998）、
中畠 （1998） 等の研究により、基本的に「論理や既存知識に基づいて考えた結果得られた確信を






























非過去 過去 非過去 過去
動詞 行くはず 行ったはず 行くはず 行ったはず
イ形容詞 高いはず 高かったはず 高いはず 高かったはず
ナ形容詞 静かなはず 静かだったはず 静かだはず 静かだったはず














































表 2. 沖縄地域の「～はず」の使用者数 （各 20人中、下段は%）
沖縄出身 沖縄県外出身




































いずれも沖縄出身の NSはほとんど （① 95%、② 90%、③ 90%） が使っている （○） と答えてい
る。このことから、沖縄出身の若者の間では、ウチナーヤマトゥグチの「～はず」 （以下、「～は
ず U」） が普通に使用されていることが確認される。これは、金城・尚 （2000: 29-30） が沖縄の大
学の学生 152名 を対象に行った、「～はず U」がほぼ 80%-95%という高い使用率にあるという
調査結果からも支持される。



















被調査者 : 琉球大学留学生 20名 （日本語学習歴 3年以上）
 （国籍） 韓国 9名　中国 3名　台湾 3名　アメリカ 1名　タイ 1名
  ウクライナ 1名　ボリビア 1名 カナダ 1名
 （年齢） 18歳から 28歳
 （性別） 男 5名　女 15名
 （沖縄滞在期間） 1ヶ月～ 24ヶ月










高い群と低い群 （10名ずつ） にわけ、それぞれのデータについて表 3のようにまとめてみた。ま
ず合計を見ると、NNSは「～はず U」の使用 （○） が 7割を超えており、留学生の間でも「気づ
かれない方言」としての地方共通語がかなり使用されていることがわかる。また、形態統語的特
徴である①と②の使用 （平均 71.25%） より③の意味的特徴の使用 （85%） のほうが若干多い。「規
範」との違いが分かりやすく、自己修正の容易な統語のずれに比べ、意味のずれは気づかれにく
く、多用されることが窺える。また、「間違いだと思っても日ごろ使っている」（△） は全体的に














































































沖縄県外出身の NSかまたは NNSかの違いと、「～はず U」を自然に使用するかまたは間違い
と思いながら使用するかの違いを要因とする分散分析を行った（表 4）。その結果、どちらの主




表 4. 地方共通語の「～はず」の使用者数の比較 （各 20人中）
全体 ○ △
NS（沖縄県外出身）
N 6 3 3
M 6.17 9.33 3.00
SD 3.39 0.47 1.63
NNS
N 6 3 3
M 8.17 15.33 1.00
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